
見沼通船堀
ぼり

のイベントの様子

こうすけさんが住んでいるさいたま市の

東がわに、田が広がっている見沼という場

所があります。見沼には、見沼代用水とい

う用水があり、今もこの見沼代用水で、船

を使い、昔の様子を伝
つた

える行事が行われて

います。

地いきのくわしい方に、話を聞くことに

しました。

つかむ

この船は何をしてい

るのでしょうか。

越谷市

さいたま市

さいたま市の位
い

置
ち

通船堀で船をあやつる人

見
み

沼
ぬ ま

代
だ い

用水の

開発
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こうすけさんたちは話を聞いて、見沼田んぼのことをさらに

くわしく調べてみたくなりました。

「昔は船を使って物を運んでいたんだね。江戸とは今の

東京都のあたりのことだと聞いたことがあるよ。」

「でも、どうしてお米を江戸に運んでいたのだろう。」

「新しく田んぼを開いたと言っていたけど、その前はど

んな土地だったのかな。お米がとれないところだったの

かな。」

この行事は、昔この地いきでとれた

ものを、江
え

戸
ど

まで運んでいる様子をさ

いげんしたものです。昔はこの水路に船をうか

べて、運んでいました。主にお米や野
や

菜
さい

を運ん

でいました。その昔、この地いきは新田開発を

行いました。新田開発とは、新たに田を開くこ

とです。そして、その新田開発でできた田を「見

沼田んぼ」とよんでいます。

新田開発

もとの土地に手を入れ、

新しい田を開くことです。

今の見沼田んぼの様子

73

見沼通船掘　開閉
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人々の願
ね が

い

こうすけさんたちは、どうして米を江
え

戸
ど

にとどけていたのか、そして、新田開発が

行われた理由について、当時の人々の願い

を調べてみました。

こうすけさんたちは見沼田んぼの開発がどのように行われた

のか、昔の地図をくらべてみることにしました。

「お米は昔の人にとってなくてはならないものだったんだ

ね。だからお米がとれる土地に開発しようとしたんだね。」

「お米を安定してとれるようにしたいという、当時の

人々の願いがあったんだね。」

つかむ

見
み

沼
ぬま

田んぼはどのよ

うにしてできたのかを

調べ、学習問題を考え

ましょう。

大雨による水害 日
ひ

照
で

りによる水
みず

不
ぶ

足
そく

昔は米を江戸におさめる「ねんぐ」という決まりがありました。

そのため、地いきで米作りをし、とれた米を江戸まで運んでいた

のです。しかし、この地いきはもともと低
ひく

い沼
ぬま

地
ち

であったため、水
すい

害
がい

が起

きやすかったり、土地が干
ひ

上
あ

がってしまったりする欠
けっ

点
てん

がありました。米

は決められた量
りょう

をおさめなければならないので、米がとれないときは大
たい

変
へん

でした。
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「ため池だったところが変
か

わって、水の通り道になって

いるね。見沼代用水という水路がつくられたことがわか

るね。」

「よく見ると、川と水路がつながっているところがある

ね。だれがどのようにして水路をつくったのだろう。」

見沼田んぼの開発

こうすけさんたちは気になったことから、学習問題を考えま

した。

今の見
み

沼
ぬま

代
だい

用水西べり 今の見沼代用水東べり

見沼田んぼの開発

新田開発後の地いきの様子

田んぼ

台地

台地

芝
川

し
ば八丁づつみ

見沼通船堀
（東べり）

見沼代用水
（東べり）

見沼代用水
（西べり）

見沼通船堀
（西べり）

み ぬま つう せん ぼり

芝川

新田開発前、ため井
い

のころの地いきの様子

田んぼ 田んぼ

台地

台地
見沼ため井

（沼地）

み　ぬま

芝
川

し
ば

八丁づつみ
(土を積みあげてつくった）

つ

はっちょう

見沼地いきの新田開発は、だれが、どのようにして行ったので

しょうか。

学 習 問 題

75
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見
み

沼
ぬ ま

代
だ い

用水の開発

「新田で米をつくる水は、見沼代用水という用水路から

取り入れたそうだよ。長さは合計で 60 ㎞以
い

上
じょう

あるみた

いだよ。」

「井
い

沢
ざわ

弥
や

惣
そ

兵
べ

衛
え

という人物が中心になって、見沼代用水

をつくって新田を開いたようだね。」

「よく見ると、見沼代用水は利
と

根
ね

川から水を引いて、交
こう

差
さ

したり、二手に分かれたり、川と合流したりして流れ

ているね。」

こうすけさんたちは、図書館に行って、

見沼新田の開発について書かれた本をさが

しました。

調べる

見沼新田はだれが開

いたのでしょうか。

かみほし川

荒川連絡水路

埼玉県
大久保浄水場

秋ヶ瀬
取水ぜき

末田須賀ぜき

利根大ぜき

くりはし
はにゅう

くき

かすかべ

みなみ
こしがや

みなみ
うらわ

うらわ

あげお

くまがや

ぎょうだし

大宮

天沼
ポンプ場

八間ぜき 十六間ぜき

通船堀跡

瓦葺
分水工

利根川

元荒川

きさいりょう用水路

元荒川

中島用水路

西べり水路

武
蔵
水
路

荒

　
川

見
沼
代
用
水
路

東
べ
り
水
路

東
京
都

朝
霞
浄
水
場

し
も
ほ
し
川

見
沼

田
ん
ぼ

見沼代用水が流れる地いき
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「見沼代用水の工事を始めてから、1年で完成させたん

だね。」

「工事をしている期間は、米づくりを中止していたのか

な。米がつくれなくて大
たい

変
へん

そうだね。」

「60 ㎞もの用水を短期間でつくったのだから、何か工

事にくふうがあったんじゃないかな。」

新田を開いた人物は「井沢弥惣兵衛」という人だということ

がわかりました。

こうすけさんたちは見沼代用水が井沢弥惣兵衛によってつく

られたことを知りました。そして、さらに調べてみたいことを

ノートに書き出してみました。

年 年れい できごと

1663 年 0 才 紀
きいのくに

伊国（今の和歌山県あたり）に生まれる。

1710 年 47才 かんがい用池として亀
かめ

池（和歌山県海
かい

南
なん

市）をつくる。

1722 年 59才 江
え

戸
ど

の役所にたのまれて、紀伊国から江戸へ来る。

1723 年 60 才 下
しもうさのくに

総国の飯
いい

沼
ぬま

（今の茨
いばら

城
き

県）に田を開く。

1727 年 64 才 見沼代用水の工事を始める。

1728 年 65 才 見沼代用水が完
かん

成
せい

する。

1729 年 66 才 江戸の中川や多
た

摩
ま

川を直す。

1731 年 68 才 見沼通
つう

船
せん

掘
ぼり

が完成する。

1738 年 75 才 弥惣兵衛がなくなる。

井沢弥惣兵衛に関
かか

わる主なできごと井沢弥惣兵衛の像
ぞう

こうすけさんのノート

・川と合流したり、交差したり、二手に分かれているのはなぜか。

・短い時間で用水が完成したのはなぜか。

・工事を行った井沢弥惣兵衛の苦
く

労
ろう

は何か。

・人々の生活はどのように変
か

わったのか。
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弥
や

惣
そ

兵
べ

衛
え

は見
み

沼
ぬま

代
だい

用水の水を、遠くはな

れた利根川から引いてきました。これは利

根川がゆたかな水
すい

量
りょう

をもっているからです。

また、川と交差する場所は、川の上を通

したり（かけとい）、川の下をくぐらした

り（ふせこし）しました。

利
と

根
ね

川から水を引く

かけとい

用水路
川

かけといの図

用水路 用水路
川

ふせこしの図

調べる

なぜ、用水路は川と

交差したり、二手に分

かれたりしているので

しょうか。

利根川から水を引いてくるためには、

川と交
こう

差
さ

しなければならなかったんだね。

今の柴
しば

山
やま

ふせこし（白
しら

岡
おか

市）

元
もと

荒
あら

川
かわ

の下に用水路をつくり、水をくぐらせています。

今の瓦
かわら

葺
ぶき

のかけとい（上
あげ

尾
お

市 )

昔は綾
あや

瀬
せ

川
がわ

の上に橋をかけわたし、用水路を通して

いました。今はふせこしになっていて、レンガづくり

のときのあとが残
のこ

っています。

レンガでつくられた

かけといのあと
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見沼代用水は綾
あや

瀬
せ

川
がわ

をこえたところから、東西の二手に分か

れます。これは、間にある土地が低
ひ く

いことを利
り

用
よ う

して、その土

地に水を入れるためのくふうです。田んぼから水を出すときに

は、間に流れる芝
し ば

川
か わ

を利
り

用
よ う

してはい水を行います。

「弥惣兵衛は土地の高さも考えて、見沼代用水をつくっ

たことがわかるね。」

「でも、どうやって土地の高さを正かくに調べることが

できたのかな。」

二手に分かれた用水路

台地

見沼代用水
西べり（用水路）

見沼代用水
東べり（用水路）芝川（はい水路）

見沼通船堀
ぼり

のしくみ

見沼代用水（東西）と、その中央を流れる芝川をむすぶ全長約
やく

１㎞の運
うん

河
が

です。

水
すい

位
い

の差
さ

がはげしいところに水門をつくり、水位を調
ちょう

節
せつ

して船を通すしくみになっています。

一の関
（水門）

芝川
3m

二の関
（水門） 見沼代用水
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かけとい ふせこし
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水は高い土地から低
ひく

い土地へ流れるので、

用水路をつくるには、土地の高さを調べる

ことが欠
か

かせません。そこで、弥
や

惣
そ

兵
べ

衛
え

は

道具を使って、各
かく

地
ち

の土地の高さを調べま

した。

土地の高さを調べる

くさびを入れて水平に
調整する

水入れの管見当 見当

水のため合のあな

水は、高いところから低いところへ流れる水は、高いところから低いところへ流れる

高高

低低

水
みず

盛
も

りの方
ほう

法
ほう

調べる

用水路の工事はどの

ようにして行われたの

でしょうか。

弥惣兵衛さんは工事を行うにあたり、さまざまなくふうをして

います。水は低い方へ流れるため、水
みず

盛
もり

器
き

をはじめ、たくさんの

道具を使って、土地の高さを正かくにはかり、夜には「ちょうちん」や「花

火」を使って、水路をほる方向をかくにんしたといわれています。

また、もともとある「星川」という川の上流と下流に見
み

沼
ぬま

代用水をつな

ぎ、20㎞もの長さを水路として利
り

用
よう

したり、見沼ため井の周
しゅう

辺
へん

は沼のふ

ちに水路をつくったりすることでこうりつ的
てき

に工事を進めました。

工事は水路近くの村
むら

々
むら

に協
きょう

力
りょく

してもらいました。春の田植えに間に合わ

せるため、村ごとに分たんを決めて、いっせいに工事を行い、のべ 90万

人もの人が工事に参
さん

加
か

して完
かん

成
せい

させたといわれています。

かけといなどのふくざつなこうぞう物は細工の上手な江
え

戸
ど

の大工さんが

つくりました。げん場にとどけられた木
もく

材
ざい

を組み立てると、すん分たがわ

ずおさまったといわれています。

水盛
も

り

工事を始める前に、土地

や建
たて

物
もの

の高さや位
い

置
ち

を正か

くに出すための作業方
ほう

法
ほう

の

ひとつです。
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「そく量
りょう

の技
ぎ

術
じゅつ

だけでなく、川を活用したり、江戸の

大工の手を借
か

りたり、たくさんのくふうをしたことが

わかるね。」

「夜にも工事を行うことで、工事の期間を短くできる

ね。どうしてそんなに早く工事を進める必
ひつ

要
よう

があった

のかな。」

用水路をつくる工事の様子

もっこ
じょれん

たたき板

四人づきすき

くわ

工事に使われた道具
・もっこ…石や土を運ぶ。

・すき…土を直線じょうに切り出す。

・くわ…土をほり起こす。

・四人づき…土をたたいて固
かた

める。

・たたき板…土をたたいて固める。

・じょれん…土
ど

砂
しゃ

をかきよせる。
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「９月から２月の約５か月の間に用

水路をつくったことがわかるね。こ

れまで学習した工事のくふうにつな

がっているんだね。」

「春や夏には工事をしていないね。

何か理由があるのかな。」

工事の期間

生活の変
へ ん

化
か

３

月

４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月
10

月

11

月

12

月

１

月

２

月

田
お
こ
し

も
み
を
ま
く

な
え
を
育
て
る

田
お
こ
し

し
ろ
か
き

田
植
え

草
と
り

草
と
り

い
ね
か
り

だ
っ
こ
く

も
み
す
り

田に水が必要な期間田に水が必要な期間

見沼代用水の工事
をした期間
見沼代用水の工事
をした期間

見
み

沼
ぬま

代用水の工事をした期間

調べる

新田開発によって、

当時の地いきの人々の

生活は、どのように変
か

わったのでしょうか。

用水の工事を行っている間は、作物をつ

くることができません。そこで、弥
や

惣
そ

兵
べ

衛
え

は、今つくっている田に水が必
ひつ

要
よう

な時期が

終わってから工事を行うことにしました。

弥惣兵衛が開発を行った場所は、ため池

だったため、ほとんど米を育てることがで

きませんでした。用水を引き、開発を行っ

たことで、米を育てることができるように

なりました。
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こうすけさんたちは、これまで学習したことをもとに、学習

問題の答えを話し合いました。わかったことから、人々の生活

を向上させた井沢弥惣兵衛に手紙を書くことにしました。

まとめ

420トン 1260トン
＝100トン

井
沢
弥
惣
兵
衛
さ
ま

弥
惣
兵
衛
さ
ん
は

ど
り
ょ
く

け
っ 
か

と
い
う
当
時
の
人
々
の
ね
が
い
に
こ
た
え
る
た
め
、

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
を
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
た
く
さ
ん
の
お
米
が
安
定
し
て
と
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

まとめる

学習問題について話

し合い、弥惣兵衛の苦

心や努
ど

力
りょく

をまとめ、弥

惣兵衛に手紙を書きま

しょう。

用水のおかげで、た

くさんの米をつくる

ことができるように

なったね。

見沼地いきの新田開

発は、だれが、どのよ

うに行っていったので

しょうか。

学 習 問 題

83
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